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第３次国立大学法人等施設整備５か年計画（平成23～27年度）
平成２３年８月２６日 文部科学大臣決定

基本的考え方

地球環境に配慮した教育研究環境の実現
－Sustainability－

安全な教育研究環境の確保
－Safety－

重点整備

システム改革
キャンパスマスタープランの策定・充実

システム改革の推進

所要経費：約1兆1,000億円

十分な機能をもった、質の高い、安全な教育研究環境の確保

・卓越した教育研究拠点の形成

・個性や特色を発揮して教育研究を活性化する環境の整備

・先端医療・地域医療に対応した大学附属病院の計画的な整備

３Ｓの一体的な推進

・省エネルギー等の推進

・老朽施設のエコ再生や再生可能エネルギーの導入推進

・建物の耐震化、非構造部材の耐震対策

・基幹設備(ﾗｲﾌﾗｲﾝ)の改善

質的向上への戦略的整備
－Strategy－

長期的視点に立った整備の推進

・施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（既存施設の有効活用等）、多様な財源を活用した

施設整備

・キャンパス全体の整備計画の策定・充実

老朽改善整備 （約400万㎡）

狭隘解消整備 （約80万㎡）

大学附属病院の再生（約70万㎡）

・防災機能強化、教育研究の基盤として相応しい
質の確保
・建物の耐震化を計画期間内に完了
・安全性や機能面で問題のある基幹設備
(ﾗｲﾌﾗｲﾝ)の改善

・卓越した教育研究拠点の整備
・高度化・多様化する教育研究活動に伴い必要
なスペースの確保（若手研究者の増加、留学生
の受入れ等）

・再開発整備の着実な実施
・最先端医療への対応
・災害時の救命救急医療の拠点としての整備

国は、重点的に整備すべき施設等に関する国立大学法人全体の施設整備計画を策定し、安定的、継続的な整備が可能となるよう支援の充実を図る。

第４期科学技術基本計画（平成23年8月19日閣議決定）

システム改革の一層の推進
・施設マネジメントの推進
・多様な財源を活用した施設整備適切な事業評価とフォローアップ
の実施
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【計画的・重点的な施設整備の基本的な考え方】
次期５か年間においては、より効果的・効率的な施設整備を実現する観点から、次の「３つ
のＳ」（①質的向上への戦略的整備－Strategy、②地球環境に配慮した教育研究環境の実
現に向けた取組－Sustainability、③安全な教育研究環境の確保－Safety）で示された基本
方針に基づき、施設の計画的・重点的な整備を行うことが必要である。

◇先端医療・地域医療に対応した大学附属病院の計画的な整備
大学附属病院は、教育・研究・診療機能を持つという基本的認識を踏まえつつ、卒前教育
と卒後教育の一体的な魅力ある教育プログラムや、医療の専門化、高度化に対応した最先
端の医療、災害時における救命救急医療の拠点としての機能、地域との連携の推進などに
対応するために必要となる大学附属病院機能の向上を図る。

知の拠点－我が国の未来を拓く国立大学法人等施設の整備充実について（平成２３年８月 協力者会議報告）

～新たな価値を生み出すキャンパス環境の創造・発展～
（大学附属病院関連抜粋）

＜推進方策＞
○各国立大学法人等の個性・特色に応じた戦略的整備の推進
教育研究の高度化・多様化に対応した環境整備を推進する観点から、各国立大学法人等の
個性や特色を踏まえたカテゴリーを設定し、教育研究等への効果が高い施設から優先的に整
備を推進する。

（カテゴリー）
カ）大学附属病院機能の充実

【重点的な施設整備の内容】
前記の基本的な考え方に基づく施設整備に当たっては、国立大学法人等施設の現状
を考慮しつつ、十分な機能を持った、質の高い、安全な教育研究環境の確保とその一
層の高度化に向けて、次に掲げる観点から重点的な整備を推進することが必要である。

◇先端医療・地域医療に対応した大学附属病院の再生
大学附属病院は、将来の医療を担う医療人を養成する教育機能、高度先進医療等を
開発する研究機能、地域医療の中核的役割を担う診療機能を持つという基本的認識を
踏まえつつ、卒前教育と卒後教育の一体的な魅力ある教育プログラムの構築等に対応
した環境の整備、医療の専門化、高度化に対応した最先端の医療環境の整備、地域医
療において附属病院が担う役割に対応した整備、災害時における救命救急医療の拠
点としての整備を計画的に推進することが必要である。

＜整備目標の考え方＞
これまでも、大学附属病院の再開発整備については計画的に推進してきた。

今後も、事業の継続性等を十分踏まえつつ、今後５年間で第２次５か年計画と同程度の約７０万㎡
の整備を実施することにより、再開発整備中の大学附属病院については引き続き着実に整備を実施
し、未着手の大学附属病院については今後順次着手を目指すなど、継続的・計画的な整備を推進し
ていくことが必要である。 このほか、最新の医療ニーズへの対応や安全性の確保等に不可欠な施
設整備についても適切に対応していく必要がある。

国立大学法人等施設は、第２次５か年計画に基づく重点的整備とシステム改革により整備が推進されてきた。
しかしながら、現在の国立大学法人等の施設においては、依然として様々な課題を抱えている状況が浮き彫りになっており、具体的には以下の問題が生じている。

【病院再生整備の状況】
大学附属病院は、将来の医療を担う医療人の教育・養成（教育研修機能）、臨床医学発展と医療技術水準の向上への貢献（研究開発機能）及び地域の中核病院とし
ての質の高い医療の提供（医療提供機能）といった重要な役割を担っている。
このような使命を果たすためには、その基盤となる施設が、医療の高度化や地域医療に対する機能強化等に対応することが極めて重要であるが、施設の老朽化等に
伴い、先端医療機器の導入の困難、患者の療養環境の悪化によるサービスの低下、医療従事者の労働環境の悪化及び経営の非効率等の状況が発生している。

大学附属病院は、建物の老朽化のみならず、最先端医療に十分に対応できない旧来の病院施設を多く抱えており、順次再開発整備を行っているが、４２大学附属病
院中、再開発整備中が２６病院、再開発未着手が６病院あり、適切な教育研究活動や医療活動等を行えない状況が多く残っている。

国立大学法人等施設の現状と課題

今後の国立大学法人等施設整備における中長期的な対応方策

２



1,554 1,584

2,078

1,768 1,789

1,439

983

1,585

（単位：億円）

3,212

※１ 平成16年度補正予算額は、新潟県中越地震等における災害復旧費（89億円）を含む。
※２ 平成22年度補正予算額は、経済危機対応・地域活性化予備費使用額（41億円）を含む。
※３ 平成23年度補正予算額は、東日本大震災における災害復旧費（375億円）を含む。
※４ 平成24年度補正予算額は、2度の経済危機対応・地域活性化予備費使用額及び補正予算予定額の合計。
※５ 四捨五入により合計は一致しない。

当初予算額(財政融資資金)
復興特別会計（施設整備費補助金）

補正予算額等

当初予算額(施設整備費補助金等)

◆国立大学法人等施設整備予算額の推移

1,009

25(案)

３
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大 学 名 大 学 名

Ⅰ期（Ｓ62～Ｈ3） Ⅲ期（Ｈ10～12） Ⅰ期（Ｓ62～Ｈ3） Ⅲ期（Ｈ10～12）

増築(H18～19) 改修(H22～23)

（H10） 改修(H21～23)

Ⅰ期（S62～H元） 改修（Ｈ20～21）

平 成 ２ 年 度
（昭和58年度）

（S60～62）

)

増築（H19～21） 改修

５

改修（Ｈ21～22）

増築(H24～27) 改修山 梨 大 学 中

改修

改修(H23～25)増築（H20～22）

増築(H23～24)

増築(H23～26)

大学附属病院再開発整備の進捗状況(平成24年度時点）
新　　　　　　　　設　　　　　　　　大　　　　　　　　学既　　　　　　　　設　　　　　　　　大　　　　　　　　学

平成22年度 中

平成24年度
５
８
年

福 井 大 学 平成23年度 中

香 川 大 学 平成23年度 中

琉 球 大 学 未 着 手 未

改修増築（H22～24）

島 根 大 学 平成20年度 中

平成23年度 新

改修

改修(H22～24)増築（H20～23）

５
６
年

高 知 大 学 平成23年度 中

大 分 大 学

佐 賀 大 学

改修(H21～23)

５
４
年

富 山 大 学 平成20年度 中

改修（H22～24）増築（H20～23）

5
3
年
滋賀医科大学 平成17年度

（平成23年度終了）
済

増築（H18～21）

改修（H22～23）

５
２
年

浜松医科大学 平成18年度 中

宮 崎 大 学 平成18年度 中 改修(H23～24)

筑 波 大 学 平成19年度 中 ＰＦＩ事業

改修（H23～26）

改修（H13～16） 改修（H13～16）

改修（H10～16） 改修（H16）

病 棟

５
１
年

旭川医科大学 平成10年度
（平成16年度終了）

済

愛 媛 大 学 平成10年度
（平成16年度終了）

済

山 形 大 学 平成17年度

設
置

再 開 発 整 備
開 始 年 度

整備
状況

中

平成19年度

平成８年度

平成10年度

中

中

中 央 診 療 棟 外 来 診 療 棟

（H22～24）

(H22～25)

（S63～H4）

（H8～10）

（H11～14）

平成16年度

平成11年度

昭和60年度

平成５年度

平成９年度

平成10年度

平成７年度

岡 山 大 学

京 都 大 学

昭和61年度
(平成22年度終了)

平成18年度

平成９年度

中

昭和62年度
(平成22年度終了)

広 島 大 学

三 重 大 学

信 州 大 学

昭和61年度
（平成10年度終了）

大 阪 大 学

神 戸 大 学

弘 前 大 学

北 海道 大学

昭和62年度
（平成15年度終了）

平成11年度
（平成16年度終了）

昭和62年度
（平成５年度終了）

昭和56年度
（平成14年度終了）

鳥 取 大 学

東京医科歯科大学

昭和61年度
(平成23年度終了)

岐 阜 大 学

昭和60年度
（平成21年度終了）

平成18年度

平成16年度

昭和60年度
（平成９年度終了）

昭和62年度
（平成６年度終了）

山 口 大 学

群 馬 大 学

（S63～H4)

（S62～H元）済

Ⅰ期（S56～58） Ⅱ期（H10～13）

病 棟

済

済

再 開 発 整 備
開 始 年 度

済

済

中

済 Ⅱ期（H10～12）Ⅰ期（S62～H元）

外 来 診 療 棟
整備
状況

済 （H元～5） （H6～8） （S61～63）

中 央 診 療 棟

（H23～26）

（Ｓ56～58）

（H4～6）

Ⅱ期（H14～17）Ⅰ期（S58～62）

(H22～25)

（H8～10）

改修増築（H22～24）

（S63～H3）

（H13～17）

（H11～13）

中

中

中

Ⅱ期(H8～10）Ⅰ期（H5～7）

Ⅱ期（H24～28）

中

（H13～16）

Ⅰ期（H9～12）

済

済

済 Ⅰ期（S61～63） Ⅱ期（H元～3）

Ⅰ期（S62～H元）

（H19～23）

済

中

Ⅱ期（H7～8）Ⅰ期（H3～5）

名 古屋 大学

東 京 大 学

新 潟 大 学

金 沢 大 学

秋 田 大 学

東 北 大 学

千 葉 大 学

九 州 大 学

長 崎 大 学

熊 本 大 学

鹿 児島 大学

中

徳 島 大 学

中

中

中

中

中

（H19～23）

増築(H21～25)

(H21～24)

（H2～5）

（H23～26）

(H18～20)

（Ｓ59～61）

（S60～61）

（H4～6）

増築（H19～21）

（S60～61）

（H15～H18）

（H12～14）

改修（H20～23）

(H18～21)

（H23～25）

改築（H24～27）増築（H16～H19）

Ⅰ期（Ｓ62～Ｈ3） Ⅱ期（Ｈ5～8）

Ⅱ期（H2～4）

改修（H20～22）増築（H16～19）

増築（H19～21） 改修(H21～24)

Ⅰ期（H8～11） Ⅱ期（H14～17）

Ⅰ期（H8～11）

Ⅱ期（H14～17）

Ⅱ期（H10～13）Ⅰ期（H9～12）

（H24～27）

Ⅰ期（H10～14） Ⅱ期（H16～19）

（H10～H14） 入院棟改修（H22～23）

Ⅱ期（H18～21）Ⅰ期（H7～9）

Ⅱ期（H13～17）Ⅰ期（H9～13）

感染症ｾﾝﾀｰ(H22～23)（H16～19）

Ⅱ期（H19～21）Ⅰ期（H11～H14）

Ⅱ期（Ｈ5～8）

Ⅱ期（Ｈ15～18）

（S62～H元）

（H11～14）

（H7～8）

改修(H23～24)増築(H18～21）

Ⅱ期（H13～17）Ⅰ期（H9～13）

Ⅱ期（Ｈ5～8）

救命救急ｾﾝﾀｰ(H21)（H16～19）

（H11～14）

（H元～4）

改修（H21）（H18～20）

改修

(H18～20)

増築(H21～25)

（S58～59）

（H24～27）

改修(H20～22）増築（H17～19）

ＰＦＩ事業

改修(H22～25）

改修（H13～16）増築（H10～13）

増築（H10～13）改修（H10～16）

改修（H19,H20～21）増築（H17～19）

改修(H22～24)

改修

改修増築(H23～25)

増築(H23～25)

改修（H23～26）

ＰＦＩ事業

改修(H23～24)増築（H20～21）改修(H19～20)

改修（H22～25） 改修（H22～25）

改修増築(H23～24)

改修(H21～23)増築（H20～21）

済：整備済 １４大学

中：整備中 ２７大学

未：未着手 １大学

凡例：

計 ４２大学



１．現状の附属病院の問題点

狭

隘

化

・医療人育成への対応が困難

・先端医療機器導入が困難

・地域医療連携への対応が困難

・患者本位の医療対応が困難

・４床室化や個室の増設が困難

老

朽

化

・安全性や耐久性の低下

・医療高度化対応が不可能

・患者サービスの低下

・労働環境の悪化

・経営の非効率化

２．魅力ある附属病院への再生

教育研修

附属病院再開発整備

将来の医療を担う医療人の教育・養成

研究開発 臨床医学発展と医療技術水準の向上への貢献

医療提供

経 営

地域の中核病院としての質の高い医療の提供

健全で効率的な病院経営

病 院 再 開 発 整 備 に つ い て

６



７


